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令和４年度 第４回 浜松市立瑞穂小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

１ 開催日時   令和５年 ２月８日（水） １３時３０分～１５時４０分 

２ 開催場所   瑞穂小学校 パソコン室 

３ 出席委員   伊藤 雅文、佐々木 美香、見野 佐枝子、藤島 治、清水 淳子 

伊藤 文雄、笠原 剛、藤原 四郎（学校支援コーディネーター） 

４ オブザーバー  佐藤 拓男（北部協働センター） 

５ 学   校  柳瀨 美穂（校長）、鈴木 彰一（教頭）、中西 伸（CS担当教職員） 

飯田 千鶴（CSディレクター） 

６ 教育委員会   鈴木 陽子（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 協議事項    

（１）授業参観の感想等について 

（２）学校関係者評価について 

（３）学校運営協議会の自己評価について 

（４）次年度の学校運営の基本方針について 

（５）夢育やらまいか事業ＣＳ加算分の報告について 

９ 会議録作成者  CSディレクター 飯田 千鶴 

10 会議記録  

司会の教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり過半数に達しているため、会

議が成立している旨の報告があった。その後、委員の方たちには、３０分程度授業を参

観していただいた。議長については藤原委員に依頼する旨、確認された。（前回承認済） 

 

（１）授業参観の感想等について 

◆多くの保護者が参観会に出席し、子供たちの成長をしっかり見ていた。また、子供た

ちが授業に積極的に参加している様子が分かった。（伊藤雅文会長） 

◆６年生のあるクラスでは、子供たちが難しいテーマに取り組んでいて大変驚いた。保

護者の方々にも、もう少し教室に入って授業を参観してもらえると良い。（笠原委員） 

  

（２）学校関係者評価について 

議長の指示により、CS担当教職員より資料に基づき、学校関係者評価について説明が

された。各委員より以下の感想等があった。 

 

「ひとみキラキラ」について 

◆教科担任制の導入については、子供たちが色々な先生方と触れ合う機会となるので良

いと思う。（佐々木副会長） 

 ◆教科担任制の導入により、先生方の負担は軽減されたかどうか知りたい。（清水委員） 

 ◇教員は担当科目の教材研究に集中でき、他のクラスにも同じ教材を活用できるため、

負担は軽減している。また、クラスの枠を超え、複数の目で学年の子供たちの様子を

把握できる。ただし、教科間の情報交換は必要である。（校長） 

 ◇教科担任制の導入は段階的に開始されたため、現場の負担等は特にない。（教頭） 
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「こころほのぼの」について 

◆大人から子供たちに声をかけることで、子供たちは進んで挨拶をすると思う。 

（清水委員） 

◆お互いの顔を知っているから挨拶をする。大人自身もどういう目線で子供たちに声を

かければ良いか考える必要がある。子供たちが不審者を警戒している場合もあるが、

挨拶ができないことを子供たちだけの責任にするべきではない。（伊藤文雄委員） 

◇地域の方たちと交流できるイベントが更に増えると、子供たちも地域の方々の顔が分

かり、それが挨拶にもつながると思う。（校長） 

「げんきモリモリ」について 

◇５月から子供たちの屋外活動の際は、マスクを外していく方向性で指導していきたい。 

（校長） 

◆子供たちの体力が低下しているのではないか。（伊藤文雄委員・清水委員） 

◇本校の新体力テストの結果は、それほど低下していない。体力には個人差があるので、

スポーツイベントの際は、運動への苦手意識が残らないようにしていきたい。（校長） 

 

（３）学校運営協議会の自己評価について 

  配布資料に基づき、学校運営協議会の自己評価について確認がされた。 

 

（４）次年度の学校運営の基本方針について 

  議長の指示により、校長より次年度の学校運営の基本方針について説明がされた。各 

委員より以下の感想等があった。 

 ◆「とりだしによる指導」とは、どのようなものか教えてほしい。（伊藤会長） 

 ◇外国人の子供たちが、日本人の子供たちと同等の学習ができる様に、集団授業から該 

  当児童をとりだし、別教室で個別に授業を行う指導方法である。（校長） 

 ◆楽しい経験を学びに繋げていくという考えは、とても良いと思う。（伊藤会長） 

 

（５）夢育やらまいか事業ＣＳ加算分の報告について 

議長の指示により、教頭よりフラワーイベントでの必要物品等に関し、同事業予算で

購入した旨、報告があった。 

 

その他報告事項等 

① 教頭の指示により CSディレクターから別紙資料に基づき、フラワーイベントの報告

がされた。なお、次年度からは花の会のボランティア募集のちらしを地域にも回覧

すること、６月にも春のフラワーイベントを計画していることが報告された。 

② 次年度会長、副会長については、引き続き、伊藤雅文委員（会長）、佐々木美香委員

（副会長）にそれぞれ依頼する旨の説明があり、承認された。 

③ 新年度第１回運営協議会は、令和５年５月１８日（木）１４：３０～１６：３０会

議室（旧パソコン室）で実施予定である。 

④ 次回議長については、藤原委員に依頼する旨の説明があり、承認された。 

                                      以上 


